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▪自己紹介
▪ 茨城県取手市出身→岩手大学へ

▪ 札幌で道路系コンサルに就職

▪ 岩手にＪターン

▪センターの概要
▪ 岩手大学農学部教授が創設

▪ 平成17年設立

▪ 専従職員３名＋広田理事長

▪主な仕事
▪ 住民主体の地域づくり支援

▪ 農村交通づくり支援

▪ 中間支援人材の育成

当センターの紹介

市町村行政
住民組織
（〇〇振興会、
〇〇自治会）

交通事業者

いわせん

➢ いわせんの立ち位置

住民主体の
地域づくり

みんなでつくる
地域交通

お互い様の
地域福祉

農地保全と
集落生き残り

➢ いわせんの仕事の広がり

総務省 厚労省国交省 農水省
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いわせんのお仕事（地域公共交通業務） 3
地域交通計画策定

R6 住田町、遠野市
R5 八幡平市、丸森町
R3 蔵王町
R2 加美町
H27 岩手町
H26 藤里町
H25 大槌町、釜石市
H23 岩泉町、宮古市、

山田町
H22 北上市
H19 田野畑村、西和賀町

路線見直し、
デマンド導入等

R6 鶴岡市朝日
R5 村上市山北地区
R3 鶴岡市藤島・櫛引
R1 葛巻町
H29 花巻市大迫
H29 雫石町
H23 宮古市川井
H22 七戸十和田

住民主体交通づくり

R6 白石市白川地区
R5 白石市小原地区
R4 奥州市伊手
H30 奥州市稲瀬
H28 遠野市小友

主なもの

情報誌・デザイン
（路線図、時刻表、バスデザイン、バス停デザイン等）



今日お伝えしたいこと 4

共創・連携するための

プロセスデザイン

事例１：新潟県村上市山北地区

事例２：岩手県奥州市伊手地区

共創・連携するための

ポイント／コツ

バス事業者 市町村行政 ＮＰＯ法人 病 院

バス事業者 タクシー会社 市町村行政 地域運営組織 商店・食堂



基本プロセス 5
情報収集・
マップ化

バス乗車

事業者関係者
聞き取り

集落・住民
聞き取り

提案・協議
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▪地域の概況
▪ 人口 5,000人、面積 283.9㎞2

▪ バス事業者１社、バス路線５路線

▪ 病院送迎バスが地区内を網羅

▪発生した交通問題・課題感
▪ 令和２年にタクシー事業者が廃業

▪ 路線バスの運行費も増加傾向

▪ 病院送迎バスと重複する路線も多い

事例１ 新潟県村上市山北地区 6

持続可能な交通ネットワーク
にしたい



見直しの進め方 7
情報収集・
マップ化

バス乗車

事業者関係者
聞き取り

集落・住民
聞き取り

提案・協議

導入支援

R4.5.12

R4.6.21

R4.8.24

R4.9.21～

R3.10～



見直しの進め方 8
情報収集・
マップ化

バス乗車

事業者関係者
聞き取り

集落・住民
聞き取り

提案・協議

導入支援

R4.5.12

R4.6.21

R4.8.24

R4.9.21～

R3.10～

住民 バス会社

タクシー会社（村上市街） ＮＰＯ法人



見直しの進め方 9
情報収集・
マップ化

バス乗車

事業者関係者
聞き取り

集落・住民
聞き取り

提案・協議

導入支援

R4.5.12

R4.6.21

R4.8.24

R4.9.21～

R3.10～

【検討会】
6月 第1回 立ち上げ
9月 第2回 調査結果
11月第3回 提案
2月 第4回 提案修正

R4.12.5～

路
線

バ
ス

病
院

バ
ス

路線バス

デマンド
運行

現状 提案

路線バスと病院バスが
重複して運行

一体化し、一部路線を
デマンド運行化

検討の結果、病院送迎
は一体化できず、NPO

法人が空白地有償運送
を実施することに。

狭隘な道路のため、
車両が自宅そばまで
近づけない問題



新・ネットワーク

▪交通の見直しポイント
▪ バス路線を２路線廃止、１路線新設

▪ 地元ＮＰＯ法人による空白地有償運送を導入

▪ 完全マニュアル配車、ダイヤナシ、ドアツードアサービス

▪見直しの効果
▪ 利用者増

▪ オペレーションの修正等

11



事例２ 奥州市伊手地区

▪地区の概要
▪ 人口1,581人、637世帯、高齢化率51％、９自治会

▪ 5,000haの広大な面積の67%が山林、農業が主産業（米、和牛、りんごなど）

▪ 中学校は昭和53年に閉校

▪ 伊手小学校は令和5年3月をもって閉校

▪ 中山間協定 19協定、多面 ２組織

12

ココ



伊手地区の公共交通

▪市営バス
▪ １日７便

▪ 廃止代替バス

▪タクシー １台

13



伊手地区（地域運営組織）

▪伊手振興会と事務局体制

14

伊手地区センターの指
定管理を受け、振興会の
事務局も担いながら、
様々な地域活動に取り組
む。（専従職員４名）

総務省資料



見直しの進め方 15
情報収集・
マップ化

集落・住民
聞き取り

バス乗車

事業者関係者
聞き取り

提案・協議

導入支援

R3.4.21

R3.5.12

R3.1.26

R2.10～

R3.4～



見直しの進め方 16
情報収集・
マップ化

集落・住民
聞き取り

バス乗車

事業者関係者
聞き取り

提案・協議

導入支援

R3.4.21

R3.5.12

R3.1.26

R2.10～

R3.4～



運行案検討のポイント

▪市営バスの短縮 →地域内交通のあり方

▪乗合タクシー or 自家用有償運送
▪ 運営主体をどこにするか、タクシー会社との関係をどうするか

▪ どこまで地区で行い、どこからタクシーに任せるか
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奥州市

伊手地区
振興会

補助金
運営主体

伊手タクシー
運行業務
委託

伊手タクシー

登録
ドライバー

配車

配車

（タクシー借り上げ運行）

自家用有償運送・研修必要

受付・配車



伊手地区の生活支援
▪令和４年度～
▪ 空白地有償運送スタート

▪農村ＲＭＯ活用
▪ 住民アンケート

▪ 買い物ツアーと移動支援
の試験運行
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共創・連携するためのポイント／コツ 19

「ニーズを聞くな」「私も使ってみたい交通」

攻略すべきは「交通（車）」ではなく「人」

まちと交通に対する「愛着」がエネルギー

関係者調整をするには
だれよりも内実を

知っている必要がある！

必要ならば、「筋（交番表）」も書け



ニーズを聞くな

▪ニーズと需要は違う。

▪需要は事業内容（＝サービス水準）で変わる。

▪事業は交通資源（≒シーズ）で変わる。
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シーズ ニーズ

需
要

事
業

こうなったらいいな、
こんな交通があったらいいな
（希望）

企業・団体・個人
が持っている技術、
人材、サービス等
（交通資源）

対価を払ってでも
利用したい

無理なく持続的に
行える範囲

まず、交通資源の洗い出しが
重要。

住民には「移動の実態」を
聞くべし。
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 年齢、同居状況、集落
 どの病院に、どのような方法で行っているか。
 その時にどんなふうに困っているか。



▪「乗務員」と「経営陣」の違いに気を付ける
▪ 利用者の利便性、快適性に直接影響を与えるのは「乗務員」

▪会社の組織性の多様さに配慮し、合わせる
▪ 乗合バス事業者

▪ 貸切バス事業者

▪ 貨物事業者

▪ タクシー会社

攻略すべきは「車」ではなく「人」 22

【会社ヒアリング項目例】＊タクシーの場合
• 社長の年齢、乗務員人数と年齢、車両台数
• あと乗務員がいるといいか
• 乗務員は歩合制か定額制か、歩合率
• 1日1台の平均売上、1人あたりの平均運賃
• 後継ぎはいるか

まず、乗務員に好かれるべし



まちと交通に対する「愛着」がエネルギー 24
▪調べる、乗る、しゃべる
▪ 体験すると愛着が湧く

▪ 顔が見えると愛着が湧く

▪その時に「戸惑った点」が
直すべき点
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